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い思い通りに進行できなかった。自分なりに
子どもの目線で考えたつもりでも、「これ＜
らい説明しなくてもできるだろう」と自分の
価値観で判断していたところがあり至らない
場面がいくつかあったように思う。
全体を通しての感想
振り返ってみると、多少うまくいかなかっ
た場面もあったが、自分たちが考えたプログ
ラム通りに進行することができ、大成功で終
えることができたと思っている。年代の違う
人とコミュニケーションができたこと、また
何かを提供する側の苦労を知ることができた
のが大きな収穫である。先生方からは数々お
褒めの言葉を頂戴し、素晴らしい体験をさせ
てもらったと感謝している。
大勢の子ども逹とコミュニケーションをと
るには、ものすごいエネルギーが必要で、実
習を終えた後はとても疲れた。常にその子ど
も達を引率している学校の先生は本当に凄い
と感じた。体力的にも精神的にも素晴らしい
先生方であった。夜の先生方のミーティング
に参加させていただき、先生方の子ども達に
対する愛情が感じられ、心から尊敬できた。
また、先生方から直接、教育現場の様子を聞
くことができ、とても良い時間を過ごすこと
ができた。
全体を通してもみても、本当に良い経験と
なった。また子ども達との触れ合いのなかで、
普段は指摘されないことを子ども達から言わ
れ「自分は子ども達からはこう見られている
のか」といった新たな発見もあり、大変有意
義な時間を過ごすことができたと思う。何よ
り宿泊学習に参加した子どもたちが素直に楽
しんでくれたことが嬉しかった。時間にすれ
ばたったの一泊二日であったが、非常に中身
の濃い二日間であった。
「体育お助け隊」
～高野台小学校での課外授業～
課外授業参加の経緯
宮山博久
井上直美
2006年10月19日に、学生8名（男子： 3名、
女子： 5名）で、吹田市立高野台小学校で課
外授業を行った。
これは、これまで着実に築き上げてきた関
西大学文学部身体運動文化専修と吹田市教育
委員会との協力関係にもとづく事業「体育お
助け隊」の一環で、これまでにも、関西大学
の学生が同校で課外授業を行うなど、両校に
は親密な協力関係が醸成されている。
今回は、五年生が林間学校へ行く間、学校
に残るスタッフが少なくなるので、私たちが
「体育お助け隊」として同校へ赴き、小学生
と交流することになった。
事前の準備
前日の18日に小学校へ出向き、生徒数・授
業時間・備品などの打ち合わせを行った。そ
こで、 5時間目に1・2年生合同（約100名）、 6
時間目に三年生（約40名）を受け持つことが
決まった。同校は、肢体不自由児の拠点校と
なっており、車椅子を利用している児童もい
ることが知らされた。
さらに、先生から児童が普段遊んでいる様
子をうかがい、学生で話し合った結果、当日
は「ドッジボール」を行うことにした。
当日の活動
はじめに、小学生の前で自己紹介をして、
準備体操を行った。その後、簡単なゲームで
チーム編成をして、 1チームに2,.._,3人の学生
が加わった。やはり小学校低学年ということ
もあり、指示がきちんと伝わらず、ここまで
に予定以上の時間を費やしてしまった。
ドッジボールが始まると、ほとんどの児童
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が楽しそうに遊んでいた。しかし中には、ドッ
ジボールが苦手な子がいたり、あまり参加せ
ずに外野でおしゃべりをする子もいたりした。
また、ボールが当たって泣いてしまう子や、
怪我をしてしまう子もいた。車椅子を利用し
ている児童には、先生が付いて下さり、周り
の児童も気を遣いあっていた。
私たちは、多くの児童と関わり、みんなに
楽しんでもらえるように努めた。
写真2 盛り上がるドッジポー ル
反省点
• 5時間目も6時間目も同じコートを使用
したが、 1・2年生に合わせたコートの
広さだったため、 3年生にとっては狭
いようだった。
・ チーム編成に時間を取られすぎるなど、
きちんと時間通りに進めることができ
なかった。
• 学生はみな、小学生とふれあうことが
今までほとんどなかったので、打ち解
けるまでに時間がかかってしまった。
・ 授業の進め方を大まかにしか決めてい
なかった。
ドッジボールは、子どもたちが普段か
らよく遊んでいる遊びだったので、次
の機会には他のプログラムを用意する
ことも視野に人れるべきだと思われる。
感想
決して先生のように上手く授業を進めたと
は言えないが、みんなで協力してひとつの授
業を作り上げることができたことは、私たち
にとって大きな自信となった。子どもたちも
楽しそうに一緒に遊んでくれたので、その笑
顔がなにより嬉しかった。
課外授業を通して、地域社会における大学
の位置づけや、その使命という重要な問題に
ついて実感することができた。さらに、今回
の試みは私たち学生にとって貴重な体験とな
るだけではなく、小学校側にとっても「人手
不足」という問題の解決にもなった。両者に
とって有意義な時間となる、このような試み
を今後も続けていきたいと思う。
東西いのちの文化フォーラム2006
～事務局としての経験～
藤井歩美
前田晴子
2006年11月23日（木）に関西大学千里山キャ
ンパスにて「社会と大学と学会の連帯を求め
て」というテーマのもと、『東西いのちの文
化フォーラム』が開催された。これは、人体
科学会関西部会による「イキイキ健康博」、
大阪府シルバーアドバイザー養成講座による
「伝承文化＆おもちゃ作り」、大阪府レクリエー
ションによる「ニュースポーツ＆クラフト」、
体育会各部主催の体験教室などからなるユニー
クな複合イベントである。
私たちが直接運営に関わった「イキイキ健
康博」では、健康法としての身体技法である
「気功体操」や「太極拳」などを地域の人々
に体験してもらうため、専門家の先生方を招
き14のブースを設置した。私たちのゼミは、
その中の一つとして簡易体力測定のブースを
提供し、その他全体の運営、管理などにも関
わった。
